
全校の子ども達，教職員が「いつでも，どこでも，だれにでも」当たり前のように元気な挨

拶のできる学校がブランド化への 4 つ目の挑戦です。 

簡単そうで「難しく」しているものは何か。それは「挨拶への意識と習慣」です。その意識

は家庭や地域で培われていることが多く，一斉指導では変わらない習慣となっている現状も見

られます。また，強制する内容ではないことで，お手本としての 6 年生の存在が急務です。 

学校では「相手をただで気持ちよくさせると同時に，自分も気持ちよくなる魔法・・・それ

は，元気な挨拶」と，継続して訴えていきます。 
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スローガン 

「すきです 白峰，学び合い，高め合い，世界に発信」 

(株)桑木の林様(2年生

の男の子のお父様)が，

林業における素晴らし

い匠の技を見せてくださ

いました。日常の仕事

がどの子にも輝いて見

えました。 

セーフティーロープ，つ

かまるところもない杉

の木を，輪にした一本

のロープですいすい登

る姿に感動しました。 

チャレンジタイム 

２５分 プラス の共通実践 
毎週水曜日 午後１時２０分～４５分 

プラス 「放課後学習」(校長室で○まる) 
全教員，全学年で工夫した取り組みを行っています。 

いつでもご来校いただきご覧ください。 

現地に行く前，農林事

務所の方から「森林の

役割」を学びました。

自然を大切にする意

味を考えました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページではカラーでご覧になれます。 

いつでも何なりとお問い合わせください。 

〒920-2501  石川県白山市白峰ニ 110 番地 

TEL（076）259-2009   FAX（076）259-2188 

E‐mail  shiramine-e02@sc.city.hakusan.ishikawa.jp 

道
徳
の
教
科
化
の
先
行
実
施
を
行
い
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
見
え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
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そ
れ
は
、
変
え
て
い
く
必
要
性
の
あ
る
内
容
が
三
点
、
変
え
て
は
い

け
な
い
内
容
が
三
点
、
そ
し
て
、
今
後
の
研
究
の
方
向
で
す
。 

次
の
よ
う
な
観
点
で
現
況
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。 
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い
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ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！ 

本物のチェンソーを持たせてもらい，その後，各自

がノコギリを手に，枝落とし作業を体験しました。 

ポイントにぴったり合わせて倒され

た杉の木。見事としか言いようのな

い「匠の技」に感激の瞬間でした。 

わざわざ加工していただいた杉の丸太と輪

切り木片。間伐によっていただいた 1本の

「50年の木の命」を有効に活用いたします。 

昨
年
度
も
お
示
し
し
ま
し
た
が
、
上
記
に

引
用
し
た
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
は
具
体

的
で
、
分
か
り
や
す
い
表
示
方
法
で
す
。 

こ
の
図
で
は
、
個
々
の
授
業
が
ど
の
レ
ベ
ル

を
求
め
る
の
か
を
明
確
に
示
す
と
同
時
に
、

子
ど
も
達
に
伝
わ
る
割
合
を
数
字
で
意
識
さ

せ
ま
す
。
従
来
の
「
講
義
方
式
・
・
聞
く
だ

け
」
や
「
読
む
だ
け
」
で
は
た
っ
た
一
割
程

度
の
定
着
で
あ
る
と
い
う
指
摘
で
す
。
自
分

で
視
聴
し
て
二
割
、
実
演
を
見
て
三
割
、
友

達
と
話
し
合
っ
て
五
割
、
実
際
に
体
験
し
て

七
割
五
分
、
他
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
て
九

割
と
い
う
学
習
の
定
着
を
示
し
ま
す
。 

教
科
道
徳
は
は
た
し
て
ど
こ
に
照
準
を
当

て
て
進
め
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。 


